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５５．．ココロロナナ禍禍かかららのの経経済済再再生生    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６６．．SSDDGGｓｓへへのの貢貢献献  

 

 

 

 

７７．．区区ののここれれままででのの取取組組    

■板橋オプトフォーラム チラシ ■空き店舗活用事業「板五米店」オープン ■板橋区初の認定農業者の誕生 ■（仮称）板橋産業ミュージアムの整備 

区は、板橋オプトフォーラム

をはじめ、宇都宮大学の教授陣

が技術相談を行う宇都宮大学

光学サポートオフィスの開設

や、光学に関する展示会である

「ＯＰＩＥ」への共同出展、光

とレーザーの科学技術フェア

の後援など、地場産業である光

学関連企業に対する支援を積

極的に展開しています。 

 板橋宿にある土蔵造りの商

家「板五米店（大正３年築）」を、

仲宿商店街振興組合が空き店

舗活用事業を活用して、令和元

（2019）年 12 月に地域の交

流拠点としてリニューアルオ

ープンさせました。地域活性化

に向け、周辺商店街や民間事業

者と連携しながら、様々な事業

を展開しています。 

農業経営基盤強化促進法に

基づく認定農業者制度を活用

し、令和元（2019）年度に４

農業経営体を板橋区初の認定

農業者として認定しました。今

後、認定した事業計画に基づ

き、意欲的な農業者の経営の改

善を区が重点的に支援してい

きます。 

平成 29（2017）年度に国

史跡指定された「陸軍板橋火薬

製造所跡」を「（仮称）史跡公園」

として整備するとともに、公園

内にある「旧理化学研究所板橋

分所」跡を「（仮称）板橋産業ミ

ュージアム」として開設するた

め、各種計画等を策定し検討を

進めています。 
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板橋区産業振興事業計画２０２５（概要版） 

これまで区は、新型コロナウイルス感染症対応方針を策

定し、これに基づく緊急経済対策として区内事業者の事業

の継続・雇用の維持に最優先に取り組んできました。 

引き続き、区内経済の維持・継続と回復を後押しすると

ともに、ウィズコロナ・ポストコロナ社会に対応するため

の取組に対する支援など、産業構造や事業活動の変化への

対応を支援していきます。 
■第８回板橋オプトフォーラム基調講演で講演する 

合田圭介東京大学大学院理学系研究科・理学部教授 

持続可能な開発目標（SDGｓ）とは、令和 12（2030）

年までに持続可能でより良い世界を目指す国際目標です。

17 のゴール・169 のターゲットから構成され、地球上に

「誰一人取り残さない」ことを誓っています。 

事業計画 2025 では、各事業に該当するゴールが一目で

分かるよう、計画事業の詳細ページに SDGs のマークをそ

れぞれ記載しています。 

■SDGｓで設定されている 17 のゴール 

 

左記 QR コードから、

板橋区産業振興事業計画

2025 の本編をご覧いた

だけます。 

板橋区産業振興事業計画2025
概要版

　左記二次元バーコードから、

板橋区産業振興事業計画2025

の本編をご覧いただけます。

板橋区　〒173-8501 東京都板橋区板橋二丁目 66 番 1号　URL  https://www.city.itabashi.tokyo.jp/　



 
 

 

１１．．計計画画策策定定のの目目的的  

  新型コロナウイルス感染症拡大による「新たな日常」への対応や、ＡＩ・ＩｏＴをはじめとしたデジタル技術の

発展、それらを活用したビジネスモデルの再構築（デジタルトランスフォーメーション【ＤＸ】）の広がりなど、区

内産業を取り巻く環境は加速度的に変化し続けています。区内事業者が直面するそれらの経営課題に柔軟かつ的確

に対応していくために、事業計画 2025 を策定します。 

 

２２．．計計画画のの期期間間  

  

   

 

         

 

 

 

 

 

３３．．計計画画のの全全体体像像    

   

 

         

 

 

 

 

 
 

  

 
 
 
 

 

 

事業計画 2025 の計画期間は、令和４

（2022）年度から令和７（2025）年度

までの４ヶ年とし、区内産業の実態に即

した施策展開を図るため、毎年度ＰＤＣ

Ａ（Plan＝計画、Do＝実行、Check＝評

価、Action＝改善）サイクルを繰り返し、

４年後に改定を行います。 

令和3

(2021）年度

令和4

(2022）年度

令和5

(2023）年度

令和6

(2024）年度

令和7

(2025)年度

平成28

(2016)年度
～

平成30

(2018)年度

平成31

(2019)年度

令和２

(2020）年度

板橋区基本構想

板橋区基本計画2025

いたばしNo.1実現プラン2018 No.1プラン2021 No.1プラン2025

板橋区産業振興構想2025

板橋区産業振興事業計画2018 事業計画2021（含む追録版） 事事業業計計画画22002255

将
来
像 

産
業
振
興

の
進
む 

べ
き
方
向 

未来を輝かせる産業文化都市・いたばし 

地元事業者が稼ぎ、雇用を創り、消費を生み出すとともに 

区民生活を豊かにするための産業活力を高め、持続可能なまちをめざす 

区内産業を支える 

   人材の育成支援 

板橋ブランドの 

     構築と強化 

地域の魅力再生と 

   にぎわい創出 

１ ２ ３ 
まちづくりと 

  連動した産業の 

  維持発展 

４ 

主
な
施
策 

４
つ
の
展
開 

・創業支援施策の充実 

・円滑な事業承継・技能継

承のサポート 

・農業支援者の人材育成と

すそ野拡大 

・  

・「働き方改革」の推進 

・認定農業者制度の推進 

・区と公社のあり方の検討 

・ビジネスモデルのデジタ

ル化による生産性向上 

・長期的に持続可能な企業

経営の推進 

・産業の垣根を越えた連携

による板橋クオリティの

追求 

・光学をはじめとした産学

官連携の推進 

・板橋農業ブランドの推進 

・個店の魅力向上による集

客力の強化 

・収穫体験事業の拡充 

・商店街のにぎわい創出と

組織力強化に向けた支援 

・駅周辺拠点整備、地区計

画との連携による産業の

活性化 

・駅周辺拠点整備、地区計

画との連携による産業の

活性化 

・生産緑地法改正を踏まえ

た農地の活用と保全 

・区保有の産業支援施設の

高度化 

・住工調和を踏まえた産業

集積の維持発展 

 

板橋区産業振興事業計画 2025 の概要 

４４．．板板橋橋区区産産業業振振興興事事業業計計画画２２００２２５５のの４４つつのの展展開開  

   まちづくりと連動 

した産業の維持発展 ４ 
製造業における操業環境の維持・改善や、

商店街の活性化、農地の活用と保全という視

点から、まちづくりに取り組みます。 

また、大規模民有地の土地利用転換への対

応を進めるとともに、区が保有する産業支援

施設のあり方を検討し、時代に合った機能の

構築を図ります。 
■大山町クロスポイント周辺地区完成イ

メージ（大山町クロスポイント周辺地区市

街地再開発組合より資料提供） 

 

 区内産業を支える 

      人材の育成支援 １ 
低迷する区内創業率や事業

承継・技能継承問題、新型コ

ロナウイルス感染症拡大によ

る雇用への影響を踏まえ、

「人」にターゲットを絞った

施策を掲げ、区内産業を支え

る人材の育成支援に重点的に

取り組みます。 

■
創
業
４
分
野
マ
ス
タ
ー
コ
ー
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■
企
業
活
性
化
セ
ン
タ
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   板橋ブランドの 

      構築と強化 ２ 
ＤＸやＳＤＧｓなどの新た

な潮流を的確に捉えるととも

に、医工連携や都市農業、板

橋のいっぴんや「（仮称）板橋

産業ミュージアム」などの事

業を強化することで、「板橋ブ

ランド」として区内外に発信

します。 

■
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
Ｐ
Ｒ 

■
（
仮
称
）
板
橋
産
業
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
整
備 

 地域の魅力再生と 

   にぎわい創出 ３ 

区の魅力的な特徴の一

つである商店街の更なる

活性化に向け、商店街の組

織力強化や個店の経営力

の向上を図ります。 

また、収穫体験など、区

民が農に触れられる事業

を継続的に実施するとと

もに、さらなる充実に向け

検討していきます。 

■
収
穫
体
験 

■
魅
力
あ
る
個
店
の
創
出
発
掘

支
援
事
業 

■板橋駅西口駅前広場整備計画イメージ図  


